
特定非営利活動法人 FOR YOUに こにこの家

令和 5年度事業計画



I 活動方針

<理 念>
やさしさと健やかなきちを目指し,地域の様反な団体と連携し,子どもも

高齢者の方もなんらかの障害を持つ方も「伝え合い、認め合い、支え含い」

のある「誰にも優しいきちづくり」を目指し、『みんなで手をつなごう』

『みんなで支え合おう』を念頭に地域福祉に取り組む。

<目 的>
子どもから高齢者までの福祉に関する活動と食事のサービス活動,子育て支

援活動等を通して、住民が参加して自ら作り出す住みよい地域社会を目指し、

地域に貢献することを目的とする。

*誰にも優しいまちづくり*
*シエアがシエアを支えるまちに*

*子育ち 。子育て応援社会を目指して*

1.【シニア応援事業】支え合う

目的)地域の中で心安らかに元気で暮 していきたい人たちを応援 します。

【住民主体による訪間型地域

支え合い活動促進事業】

暮らしのサポート

生活サポーター派遣

(月 )～ (土)
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四郎丸地域包括支援センター・袋原地域包括支

援センターと連携し、シニアがシニアを支える

仕組み作りに取り組む。

コロすウィルス感染対応をしつかりして、利用

者さんの要望とサポートの差異がないように努

める。できることとできないことの意識をしつ

かりもつてサポートする。

・令和 4年度は 120回 (150h)
今年度1ま 150回を目指す。

・生活サポーター募集&研修会

11月 27日 (月 )(予定)

・サポーター会議  7月 24日 (月 )(予定)

工 事業



2.【地域交流事業】つながる。認め合う

安 全 安 心 な ま ち 東 中 田
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令和5年度のテーマ

(1)豊齢化社会の実現を目指す

「豊齢化社会」

(ひとりひとりが地域の中で孤立することなく、生きがいを持ち、心

豊かに暮らし続けることができ、市民がそれを支え合い、誰もが長寿

を喜びあえるまち)

*コロす感染の緩和傾向にあるためサロンを協働で開催
。各団体 (民生委員 。地区社協・地域包括支援センター等)だけで

サロンを開くのではなく、町内会ごとに協同実施を検討
。ほつとネットとしても協力し、各団体から役に立つ話等
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目的 レ

《東中田地区の公的施設や社会福祉法人,民生委員 。児童委員,NPO法 人、

ポランティア、地域生活支援センターや地域包括支援センター、東中田連合町

内会・地区社協、東中田市民センターなど19団体の地域福祉ネットワーク》

“ほつとネットin東中田"の事務局・代表として『子どもも大人も高齢者も,

病気や障がいを持っていてもすべての人が安心して生活できる東中田を目指し

ます』の活動に取り組む。

サロン名 :「ほつとサロン」～元気なシニアになろう !

テーマ 1:「認知症」 |こついて学ぶ

認知症フアシリテーター :四郎丸地域包括支援センター

袋原地域包括支援センター

憩いの園れんげ

テーマ 2:昭和歌謡にあわせて体操

健生株式会社 健康運動指導士



運営側 :
。東中田地区社会福祉協議会福祉委員など 1回 3人
。東中田地区民生委員 各回 町内会単位から 1名
。ほつとネットin東中田 参加できる団体

・ ほつとネットin東中田 代表・事務局

開催場所 : ・ 東中田市民センター

・東四郎丸コミュニティセンター

開催地域 : 地域を 4カ所 |こ 分ける (分け方検討必要)

●扶桑会・吹上 。四郎丸 。さつき会・袋原

●東四郎丸・ 新田・落合・ 交友会 。大宮

●親睦会・ 親和会

●袋原東・袋原中・東陽苑

開催日程 :第 1回 6月 18日 (日 )午後 場所 :東中田市民センター

●扶桑会・吹上 。四郎丸 。さつき会 。袋原

第 2回 10月 20日 (金)午前 場所 :東四郎丸コミセン

●東四郎丸 。新田・ 落合・交反会 。大宮

第 3回 11月 17日 (金)午前 場所 :東四郎丸コミセン

●親睦会・親和会

第 4回 1月 19日 (金)午前

場所 :東四郎丸コミセン又は東中田市民センター

●袋原東・袋原中 。東陽苑

予算 仙台市社会福祉協議会に助成金申請

地区社協名でほつとネットとの連携事業として申請

予算 100,000円 嵯 師料 1万×4回、会場費、飲み物等)

小原さん

竹本さん

アンケート:仙台市社会福祉協議会太白事務所さん作成協力
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協力・連携 :太白区区役所障害高齢課地域支援係

仙合市社会福祉協議会太白事務所



(2)重塗菫」塾二菫う墓虫旦埜L目」超コl

目標 :地域と学校の総合防災訓練を踏まえた防災減災活動

① 災害に役立つ助つ人マップの活用
。公衆電話の場所及びAEDの設置場所の再確認、再発行
→6月 10日 (土)東四郎丸児童館と東四郎丸小放課後子ども教室

とコラボで公衆電話を子どもたちが探す「まち探検」をする。

・地区社協杉山会長さん、連合町内会さんから始まり挨拶

② 「津波避難マップの作成」モデル事業

昨年5月に富城県が津波浸水想定公表により、東日本大震災の

津波到達ラインよりも内陸側の地区が浸水想定区域となり、

東四郎丸小地区も浸水想定区域となつた。

一令和5年度地域主体の津波避難マップル作成支援モデル地区

として、地域における津波からの避難先や経路確認、その他の

円滑な避難のために必要な情報を盛り込んだマップ作成

●地域主体の津波避難計画作成支援 。ひな型の作成 。マップ

など印刷の枠組み確立・予算化

●作成された地域避難マップの市 HPの掲載

●市が印刷用のデータを作成し、相談し合い、原稿を確定して、

業者委話により印刷後、町内会へ配布

●ワークショップ8月、9月、 12月
●津波避難訓練 11月、避難マップの印刷配布 1月、2月

*東中田地区連合町内会千葉会長も承諾

*コミュニティスクールとの協働、地域の SBLさんとの共同も活動

に組み込む。

*ワークショップ開催や意見まとめ、減災推進課との連絡などのた

めに、実行委員会のような組織結成

(3)日赤講習会AED勉強会  2月 16日 (金)午前

*運営委員会   偶数月第1金曜日  10:30～ 11130
*定例会     奇数月第1金曜日  10:30～ 11:30
*年間カレンダー三回配布・…地域に団体の活動情報を発信する。

①4月 (4～7月まで)/② 8月 (8月～11月 )/③12月 (12月～3月 )
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2)学びのコミュニティ事業
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く袋原中学校区の袋原小 。四郎丸小 。東四郎丸小・ 袋原中連携事業〉

学校と地域がつながつて、子どもから大人まで和太鼓で地域交流を図る。

*東中田復興プロジェク トかにっこ和太鼓隊

～震災の記録を和太鼓で紡 ぐ～ *

・学コミ会議 2回 :東四郎丸児童館

6月 20日 (火)18:00～ 19:00
1月 30日 (火)18100～ 19100

・ 和太鼓練習会嫌 四郎丸」ヽ 10:00～ 12:00
練習日程 :6月 17日 (■) 7月 15日 (■ )

8月 26日 (土) 9月  9日 (土 )

10月 14日 (■ )

懇親会 11月 27日 (■)10:00～ 11:00

・民族舞踊団ほうねん座さんから3～ 5回指導を受ける。

・ 11月 12日 (日 )「PTAフ ェスティバルで演奏」予定
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《東中田児童館・袋原コミュニティ児童館 。東四郎丸児童館の連携事業》

東中田地区の三児童館と保健センターが連携し、地域の子育てを応援する。

協力 :袋原たんぼぽホーム 読み聞かせグーチーパー めろんの会

東中田市民センター ほつこリサロン アフタースクールばるけ

東四かにっこ放課後子ども教室 NPO法 人FOR YOUにこにこの家

連携事業 :06月 20日 (火 )「 0。 1・ 2・ 3おやこひろば」

○「老人クラブ運動会」日時未定

011月 18日 (上)「ひがしなかだかにつこまつり」

障がい児・親子支援

*東中田子育てネットワーク会議 5月 16日 (火) 10月 17日 (火 )
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目的>
貧国家庭や家庭支援の必要な児童の応援活動として、子ども食堂を開き、

つながりある、あつたかな心を育てる「子育て 。子育ち応援」を目指す。

○ハリーレストラン 月 2回  みんなでランチタイム&配食

〇広報 :学校配布・町内回覧

0 0

子育て・子育ち応援のため、相談活動も進めたいが、コロナウィルスの状況下におい

て足を止めている状況であったが、今後は会議を行い、活動を進めていく。

仙台市のホームベージにアクセスすると、その他の相談窓口として「にこ・あい・

ネットコーナー」が紹介されている。

4月 15日 (土)からあげ弁当∝)食

-

5月 20日 (土)ハムカツパーガー

¨
 )

6月 10日 (土)焼き肉弁当 30食
7月 8日 (土)【にこにこ感謝祭】

ハリーカレー 200食
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8月 19日 (土 )【 _こ匡二塁菫盤童⊇⊇】

ホットドッグ loo食

9/2(土 )(星空コンサート)

憲 し    べんとう

星コン弁当 30食

ヨ■■■■ヽ

9月 30日 (土 )_【かE2し村であ量豊

う】 ハリーカレー 100食

10月 28日 (土)30食

【′L旦ウィーン上ハロウイーン弁当
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4/24(月 )マーボ やきそば
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6/26(月 )からあげ弁当
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7/26(水) おにぎらず

ノ
r

/、 1,… じ■●・ラン齢 や体
“

(振体のこ
=む

こ会僕&配僕) 趙

ツ

●



たなはた ひ や し らゅうか

8/1(火) 七夕冷やし中華

10/11(水 )【ピカツの日】

ハリーカレー

おしょうがつ

1/9(火) お正月ちらし

10/10(火 )【運動会】

いも煮&おにぎり
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1 1/15 (2κ )

あったかうどん

1

3/26(火 )

ハリーカレー

☆■ ■ :00～ 13:00  東 口哺

"し
コ ミ セ ン こ東 菫 郎 A兜 量 館

み ん な と食 ぺ る と き =あそ び ●学 び タ イム  ■■=α卜 12=“ ,

ラ ンチ タ イ ム =12=●レー13=00
弁 当配 な の と き =1■ =ヨト レ ="に 醸

“0^ツ ー レス トラ ンで 食 べ る 日か 、 配 食 か は

…

だ よ り
'■

H腱を見 て ね0
★ 小 中 書 生 :無科   大 人 :■ 00円
☆ イ ベ ン トの と き は こ な た で も 義 彗 で す ::
★どななでも胃|ぬできます_   ★マスクしてこようね:  後肇きせてね :
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4._m直菫と璽製難麹_塁乙全う

東日本大震災の教訓を未来に伝え、防災・減災教育に取り組む事業

「防災・減災ワークショップ」仙台市教育センター新防災副読本に掲載

目的>《東日本大震災の教訓を未来に伝える》

*小中高、大学での防災・減災教育

*地域防災訓練時の防災ツール

*掲載された副読本に添った防災教育ワークの実施

4■ト

1)「仙台発そなえゲーム」澤

仙台市役所こ」山0■民

`コ

ぜ強雛聾ヨ業から誕生_
市民協働による地域防災推進実行委員会 事務局・代表

*仙台発そなえゲーム輪島との連携事業

2)「防災・滅災学習プロフラム」 元気アップ事業から誕生 ■澤

令和 4年度  「防災・ 減災ワークショップ」

プログラム I

プログラムΠ

プログラム皿

プログラムⅣ

「いろいろな災害のときどうする,」

「家族ゲーム  防災リュック」

「仙台発そなえゲーム」

「小さな防災・減災」

“

援 活 動

仙台発そなえゲーム輪島事務局連携

西宮阪急百貨店 :「宮城県に絵本を贈ろう プロジェクト」

◎

　

　

◎
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目的>
≪企業や大学と連携し、児童館で地域の皆さんと楽しめるイベントを実施≫

◎ 由本さんとゆかいな仲間たち 年 1回 ハリーカフェ、フットサル教室
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仙台市獅 諧 理コ嘩    
台 市 東 四 口

「
丸 児 童 館  `署
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目的レ

く理念>
“子どもの未来を応援する児童館"“手をつなぐ児童館"と して、東中田地区の

子どもたちが健やかに育つていくことを願い、「地域のみんなで子育て」を実践

し、子育ち・ 子育て 。健全育成などに取り組む。児童館が、親や子どもたちに

とつて安全 。安心な居心地の良い場所「地域のほつとステーション」になり、

子どもが未来に夢が持てるような子育ち 。子育ての環境作りを実施する。

く施設運営の基本方針>
「子どもが健やかに育つまちづくり」を目指し、子どもの身近な遊び場、地域

の子育て支援の拠点として、健全な遊び場の提供と家庭教育を支援する事業を

策定し、地域の人々や異年齢の子どもたちとの地域交流、世代間交流を図り、

子どもたちの自己肯定感と自己実現を図る社会教育に携わる児童館運営を行う。

学校教育、家庭教育、社会教育が重なり合つて、子どもたちの笑顔を未来へ繋

げて行けるよう育む。

◎ にこ|こ こ児童館応援隊・地域まるごと応援隊

◎ 児童館だより。児童クラフだより発行

◎ 児童館企画…・地域に向けてイベント開催

*|ここにこ児童館まつり・クリスマス活動報告 。星空コンサート

かにっことうちゃん S'かにっこ村のあきまつり、3.11笑顔 2024
◎ 共催事業

*東中田子育てネットワーク事業「老人クラブ運動会」「かにっこまつり」

*東四かにつこ放課後子ども教室との連携 月 1回～2回コラボ事業

*由本さんとゆかいな仲間たち ハリーカフェ、フットサル教室

*NPO法 人 FOR YOUにこにこの家感謝祭

◎ 放課後健全育成事業・…児童クラブ

「スポーツひろば」「チャレンジひろば」「スタディひろば」を設け、

いろいろな体験や楽ししヽ児童館活動を推進する。

・にこにこひろば 児童クラフと地域の施設との交流、施設訪間など

・ にこにこタイム 手芸やチョコ作り  。保護者会 年 3回
・チームかにつこ (児童クラフの子どもボランテイア)企画・運営など

10
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◎ 子育て家庭支援事業… 子育て支援室 ma*ん *maルーム

品を宿つたときからの子育て家庭の支援、孤立しない、安心して子育て

できる、切れ目のない支援ができる環境作り、また子育ての共有ができ

る子育て支援、子どもたちの親に寄り添える子育てを応援する

◎ 健全育成事業、地域交流事業を通して、児童館が子どもの身近な遊び

場、安全 。安心な居場所となるべく、子どもたちの自己肯定感を育む

健全育成を地域社会全体で行う。

自 石 市 第 一 児 童 館 ・ 第 二 児 童 館

白石市指定管理事業

目的ト

白石市内の更生保護女性会、母親クラフ、地域にある福祉施設などと連携し、

放課後児童クラフの子どもたちの健全育成に取り組む。また 保育所、幼稚園、

学校などとも情報の共有を図り、子育ち 。子育て支援に取り組む。人や地域と

つながることで子どもや親たちをサポートする力が膨らんでいくため、「地域の

みんなで子育て」の取り組みは今後ますます重要な意味を持つてくると考える。

そのため児童館運営事業として、児童健全育成 (児童館まつりなど)、 地域・世

代間交流 (高齢者との交流等)等を行い、健全な遊びを通して、児童の健やか

な育成を図る。

◎ 児童館だより発行

◎ 学校と連携し、要支援児支援を図る。

◎ 第一 。第二児童館連携事業

*チーム自石つ子 第一児童館と第二児童館の子どもボランティア

「 3・ 11 笑顔」企画運営  第一・第二児童館まつりの手伝いなど

*にこにこタイム 創作・讀ち探検 。バレンタインチョコ作り

*遠足

◎ 白石市生涯学習課の放課後子ども教室との連携事業

白石第一児童館 一体型 。自石第二児童館 連携型

◎ 由本さんとゆかいな仲間たち 年 1回 ハリーカフエ、フットサル教室

く児童館連携事業〉

◎東四かにっこ放課後子ども教室   ◎宮城県児童館連絡協議会

◎仙台市児童館連絡協議会      ◎太白区子育てネットワーク

11
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Ⅱ 組織

(1) 総会の開催

(2)

開催日時 :令和 5年 5月 22日 (月) 10:30～ 11:30
場所 : NP(D法人 FORYOUIこ こにこの家

議案 :令和4年度事業報告及び決算

令和5年度事業計画及び予算

理事会の開催

開催日時 30
130
130

場 所

各児童館で毎月 1回の開催を基本とし、必要に応じて、常勤館

長会議や事務局と児童館スタッフ会議、常勤合同会議など、事

業ぬ容の情報共有、進捗状況報告、研修などを実施する。

法人バンフレットの活用や事業における情報発信強化、会報な

どで進捗報告を行う。

(5)SNSの 活用

組織に関することや事業でのお知らせ、にこ・あい。ネット

コーナーの活用として、ホームページで発信する。

NRD法人FORYOUにこにこの家ホームページ

( んど22」こ金丞22ム0/'2墜22222∂OCりを2  )

令和 5年 5月 24日 (火) 14:00～ 15
令和 5年 11月 14日 (火) 14:00～ 15
令和 5年 3月 15日 (金) 14100～ 15
NPO法人 FORYOUIこ こにこの家

(3)会 議

(4) 会員

12



(6) 法人研修

◎児童館常動研修

◎全体研修

9月 14日 (本)

12月 3日 (日 )

10100～ 12130
10:00～ 12:(DO

(7) ポランティアの受け入れ

◎東北福祉大学・東北工業大学・神戸親和女子大学 。宮城教育大学

東北学院大学などのインターンシップ、学生ボランテイア

◎小学生のボランテイア体験 東四郎丸小・四郎丸小福祉の学習

◎ 夏 の ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 学 習 会   (社 の伝言板ゆるる・仙合市社会福祉協議会)

高校生 。専門学校生 。大学生などのボランテイア参加

◎中学校の職場体験    ◎教員 10年研修

◎白石市第一 。第二児童館

白石工業高、自石高ボランティア体験学習

(8) 人員

NRD法 人 役員 理事長 1名  理事 4名   監事 2名

NP()法人 事務局 事務局長

事務 1名

1名 (理事長兼務)

(補助員 経理 1名 事務HP l名 )

白石事務局

事務局チーフ 1名 (自石第二児童館館長、白石運営兼

務) 事務 1名  (補助員 常勤スタッフ 2名 )

1山台市東四郎丸児童館 館長 1名 常勤 3名 非常勤4名 計8名

白石市第一児童館 館長 1名 常勤 2名 非常勤 6名 計9名

白石市第二児童館 館長 1名 常勤3名 非常勤 6名 計 10名

NPO協 カボランティア 1名

NPO生活サポーター 6名
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事業 内容 予算 (千円) 助成金等 (千円)

児童館事業 39,333 仙台市指定管理事業

白石第一 。第二児童館 37,660 白石市指定管理事業

9,039 利用料金

子ども食堂事業 ハリーレストラン 400 子ども食堂助成金 200

NPO事業 300 地域交流事業

20

訪間型事業 150 住民主体による訪間型生活

サポート事業

事務局管理費 5,000

計 91,902

令和 5年度活動予算書

[独自事業]

[連携事業]

地域交流事業 学びのコミュニティ事業

東中田復興プロジェクト

かにっこ和太鼓隊

100 Ш台市教育委員会

地域交流事業 ほつとネットin東■日 218 地域福祉ネットワーク事業

東四かにっこ政課後子

とも教室

栗四郎丸小 430 仙台●教育委員会

14

東四郎丸児童館

地域・ 対外交流事業

防災減災事業 防災減災ワークショップ

実施会



東四郎丸児童館

1 児童館 (児童厚生施設)運営にあたっての理念及び基本方針

2 地域特性に応じた運営に関する具体的な考え方及び内容

児童館を利用する人たちの多くは市営住宅に住んでいる人たちである。ひとり親世帯や心身を患ってい

る親世帯、障害児を持つ世帯、核家族などが多く、社会的格差及び貧困から来る家庭機能の低下と子ども
の心身の不健康と発達の遅れを引き起こしている地域である。地域に蔓延する社会経済格差・教育機会格
差・生活習慣格差・精神的身体的健康格差など「格差の連鎖」が次世代への継承につながらないように、
児童館や学校などの様々な機関が地域と連携して、「社会の絆」を強めることが、「格差の連鎖」から子ど
もを守ることになると考える。手をつなぎ、家庭福祉を踏まえた子ども支援を実践していきたいと考える。
遊びやいろいろな活動を通して、学びのある放課後健全育成に取り組み、家庭教育の支援を行う。

3 当該地域における指定管理者としての関わり方や取り組み方針

～手をつなぐ児童館～ r地域のみんなで手育て」を地域・学校・福祉施設と共に実施

・にこにこ児童館応機隊…地域、大学、学校、行政、福祉団体などで構成する児童館運営委員会

児童館運営の在り方のアドバイスをいただき、適切な児童館運営の行うことを目的としている。
・ほつとネットin東中田との連携

民生委員児童委員協議会、地域包括支援センター、ボランティア団体、地域生活支援事業所、児童館、
社会福祉法人、連合町内会、地区社会福祉協議会、市民センターなどがその仲間である。地域の現状
や課題の情報共有。小学校の福祉授業に協力。施設見学や仕事体験、学校の授業での講話などを行う。

・保育所、幼稚園、学校との連絡会

1.2月 【保育所や幼稚園との情報交換会】児童クラブ入会希望児童の情報交換会

保育所や幼稚園の子どもたちの様子を聞き、適した支援を試み「小 1プロブレム」の対応を図る。

4月 【小学校との情報交換会】児童クラブ新入会児意及び全登録児童についての様子や情報を学校ヘ

文面で伝え、校長、教頭、担任と会議を行い、共有を図る。

児童館が学校と地域を結ぶ橋渡しの役目を担う。必要に応じ随時情報交換会を実施。

・東四郎丸小学校東四かにっこ放課後子ども数室との連携事業

月1回のコラボ事業・ひがしなかだかにっこまつり、東四バザー、まち探検、ハロウィン、ドッデビーなど。

・学びのコミュニティ事業・¨東中日地区小中学校との連携事業 ・児童館が事務局・事務局長。

「東中田復興プロジェクトかにっこ和太鼓隊」活動を行い、家庭・学校・地域連携を図る。
・東中田子育てネットワーク事業…・東中国地区の児童館や子育て支援団体との連携事業。代表・事務局。

・太自区連携事業…太自区保健福祉センター家庭健康課との共催事業。太白区子育て支援ネットワーク。

・次世代青威事業…NPO法人社の伝言板ゆるる、仙台市社会福祉協議会の夏の高校生ポランティア、

袋原中学校職場体験、東北大学、東北福祉大学、東北工業大、東北学院大学などのイ

ンターンシップや体験学習の受け入れ。

・子育て支援団体との連携…仙台市内児童館連絡協議会、宮城県児童館連絡協議会、子どもの放課後支援

をすすめる会…放課後児童ケア、児童館、放課後子ども教室と共に仙台市内のすべて

の子どもの放課後支援をすすめる団体と連携。

・心の輸事業…・関西や東京の企業さんとの連携事業、西宮阪急百貨店絵本配布等。

く理念>
“子どもの未来を応援する児童館"“手をつなぐ児童館''と して、東中田地区の子どもたちが健やかに

育つていくことを願い、「地域のみんなで子育て」を実践し、子育ち・子育て・健全育成などに取り組む。

児童館が、親や子どもたちにとつて安全・安心な居心地の良い場所 r地域のあったかステーション」に

なり、子どもが未来に夢が持てるような子育ち・子育ての環境作りを実施する。

く施設運営の基本方針>
「子どもが健やかに育つまちづくり」を目指し、子どもの身近な遊び場、地域の子育て支援の拠点とし

て、健全な遊び場の提供と家庭教育を支援する事業を策定し、地域の人々や異年齢の子どもたちとの地域

交流、世代間交流を図り、子どもたちの自己肯定感と自己実現を図る社会教育に携わる児童館運営を行う。

学校教育、家庭教育、社会教育が重なり合つて、子どもたちの笑顔を未来へ繋げて行けるよう育む。



利用者サービスの向上について (1/2)

1 サービス提供及び苦情等への対応にあたっての責任体制

くサービスの提供>健全な遊びをとおして子どもの健康を増進し、情操を豊かにすることを目的とした児

童厚生施設として、児童健全育成・子育て家庭支援・地域交流推進・放課後児童健全育成事業に取り組む

と共に、事故保障体制を国り、サービスの提供を実施する。

く苦情解決> …苦情処理第
=者

委員をおき、館内に掲示し、利用者のニーズに応える責任体制をとる。

解決に向けた取組

O苦情解決責任者

O申出者

O(第
=者

委員)

く災書時緊急連絡> …ORコ ー ドを活用し、HP上で緊急時の対応を通知。

メール配信等学校と連携し、随時対応を図る。

く来館者事故保障> …事業者賠償責任保険加入

く児童クラブ事故保障> …スポーツ安全保険加入

く児童館行事保障> …官城県社会福祉協議会行事保険随時加入

苦
情
の
受
付

利用者 (申 出者)

第二者委員

苦情解決責任者 (職名 :館長)       氏名 南條

苦情受付担当者 (職名 :常勤 児童厚生員) 氏名 ノヽ島

苦情受付担当者 (職名 :常勤 児童厚生員) 氏名 岡

第二者委員 (東中田地区民生委員児童委員協議会副会長)

氏名 岩佐

第
=者

委員 (東中田地区社会福祉協議会会長)氏名 杉山

智重

礼子

智美

和子

光―

苦情受付担当者

2 サービスの質の確保と向上に対する考え方

く地域と連携>
O地域の子育て支援の拠点として、学校・保育所・幼稚園・障がい児親子支援施設との連携を図り、

rに こにこ児童館応援隊」会議で課題を話し合うなどし、よりよいサービス向上に努める。

O地域の意見及び利用者の要望を取り入れた運営を行う。

く利用者対応>
O意見箱を設置し、利用者の苦情に対応できるように取り組む。

Oイ ベントや各ひろは活動において、アンケー ト調査を行い、利用者の意見反映を心がける。

O指定管理者の名称や指定期間.概要等について館内の掲示板やHP等で利用者に周知している。

Oサービスの情報や施設利用案内を記載したバンフレット・掲示物等を作成し、情報を提供する。

O個別ニーズの把握、情報集約・相談を行える予育てしやすい環境を整える。

くスタッフ>
O児童クラブ事業推進室、児童健全育成推進財団、宮城県児童館連絡協議会の研修や情報を随時とり入れ、

再考を図りながら事業をすすめる。

O放課後支援員研修、スタッフの研修の充実化及び研修後の報告と実践を推し進める。

0月 1回の定例会において、事業の振り返りを行い、質の向上に努める。必要に応じて常勤会議を開催。

0名 札、エプロンを着用し、言葉遣いや礼儀に留意し、T寧に対応する。

O個別ニーズの把握、情報集約・相談を行える子育てしやすい環境を整える。

Oスタッフ対応マニュアルを遵守する。

________」 理工旭曇聾



東四郎丸児童館

利用者サービスの向上について (2/2)

3 地域特性を考慮したサービス提供の考え方

子どもは地域の中で青ち、生きづらさを感じている子どもたちや育て:こ くさを感じている大人たちもみ

んな地域の中に生きている。地域の中で、児童館は市民力を生かした、地域に生きる子どもたちや親たち

の「地域のあつたかステーション」となることが求められている。1ま つとネットin東中田・東中田子育て

ネットワーク・学びのコミュニティ事業等で地域や学校との連携を図り、取り組む。

☆ 家庭福祉を踏まえた子責て支援

●貧困家庭の増加に伴う子どもたちの様々な貧しさから発生する心の歪み (非行、怠学、暴力、いじめ、

不登校などのさまざまな不適応行動)や心の余裕がない家庭を支援し、地域と共に取り組む。

●ネグレクトなどの虐待予防と親子支援の取り組み  【学校・太白区家庭健康課・民生委員との連携】

●グレーゾーンの子どもたちや親子支援の必要な家庭の取り組み     【東四郎丸小学校との連携】

●障がい児とその家庭への支援 「めろんの会」(障がい児を持つ親の会)毎月第2木曜日開催

☆いつても来られる児童館

●子育て支援室『ma・ ん・maルーム』・・・乳幼児親子や祖父母が一緒に遊べる・授乳、食事スペース。

●自由来館の子どもたち・・・・・遊戯室や児童クラブ室でのレクリエーションの自由参加。

●かにつこルーム・・・・・小学生・中学生・高校生が遊びや勉強などで自由に使える場所。

●地域の保育所や障がい児支援施設が来館活動・…午前中に自由来館し、児童館で遊ぶ活動。

●小学校の地域探検授業……地域探検時に休憩及び昼食などで児童館を利用。

☆ 地域のみんなで子育て…「子どもは社会の子ども」としてみんなで子育てを実践。

●親の育成・意識啓発・・・講演会や講話で「子育て・子育ち」について発信。

太自区保健福祉センター家庭健康課・アーチルなどの協力。

●「地域を知る。地域で守る・地域の中へ・地域と共に」の取り組み…子ども110番の協力

● 東中田地区の二つの小学校と中学校との遠静 ・・学びのコミュニティ事業

☆ 手をつなぐ児童館…学校やいろいろな機関との連携・協力

にこにこ児童館応援隊・東中田子育てネットワーク・学びのコミュニティ・東四かにっこ放課後子ども

教室・はつとネットin東中田・子どもの放課後支援をすすめる会 "さの輪事業 (企業との連携)・ 自石

第一、第二児童館

☆ 子どもの育ちと子育て応援

●子どもの放課後支援…生活を豊かにする 1遊び」の提供とサポー ト、学習支援。

●命を宿ったときからの子育て家庭の支援・・・子育て支援室『ma・ ん・ma』 ルーム事業

4 個人情報保護に関する考え方及び取り組み

個人情報保護規定に基づき、個人情報の連守に努める。

・児童台帳、児童クラブ入会申込書、児童クラブ出席簿などの個人情報は、館長が鍵のある事務棚に保

管し、館長だけが閲覧できるように取り計らう。

・児童クラブの児童への連絡電話番号は館長席に保管し、館長及び常勤のみ連絡を行う。

・児童館だより等の広報や掲示物に関しては、個人情報を特定できるものは避ける。

・事前に保護者又は、来館者の許可をとり、ホームページでの公開などを行う。

・個人情報保護のため、シュレッダー処理を行う。

・個人情報を特定されないよう取り計らうと共に、写真などの使用について意思確認をする。

・パソコンのフアイルに個人情報を保存せず、データで別途保管する。

・個人情報を正確に、最新の状態を保ち、漏えいや改ざん、滅失、棄損等を防止し、必要がなくなつた

個人情報は速やかに消去する。



東四郎丸児童館

健全育成事業について (1/2)

1 児童の発達段階 (乳幼児期.小学生期.中学・高校生期)に応じたサービス提供に対する考え方

すべての子どもたちの健やかな成長を願い、望ましい子どものこころの育ちと環境を実現する取り組み

を実践する。生活習慣の大切さを踏まえ r子どもの生活習慣作り」と、乳幼児の発達段階に合わせた「親

子支援」に取り組む。地域で子育てを応援し、育児不安を解消できるように発達段階に応じた対応を目る。

く乳幼児期> [子育て支援室 ma・ ん・maルーム〕地域子育て支援拠点として子育て中の親子が気軽に集い、

相互交流や子育て相談,情報提供などを実施し、子育てを支援する。

ブレママ～0歳児…アイコンタク トやスキンシップ・愛情をかけて子どもに接することが

子どもの成長に大きく関わること、子育て参加や母親の育児軽減、親

として自信をもつて子育てができるようなサポー トを行う。

1歳児～2歳児 食習慣、生活リズム、睡眠習慣、基本的な生活習慣、親子のふれあいや

家族団業、一緒に本読みや読み聞かせなどを勧めるサポー トをする。

3歳児 ・いつしょに買い物したり、遊んだり、外部社会とのふれあいの大切さ、

身体の発達を促すおもちや等様々なおもちやを通して発達を促し、
日常生活の中で育児に対する社会的サポートを行う。

く小学生期> 「遊び」を通して、生きる原動力や豊かさを培う、安全安心な居場所・楽しい時間・一緒
に共有できる仲間作りのサポー トをすることから自己肯定感と自

=)実
現を援助する。

く中学・高校生期>自分の能力を発揮し、楽しく意欲的に毎日を過ごせるよう、健やかな心の育ちを支え

る取り組みと社会参加をサポー トする。中高生職場体験・子どもボランティア育成等。

2 行事やプログラム等の考え方及び内容

く乳幼児期>
※年間行事計画 (別紙)

活動名 対象 曜 日 ねらい及び活動内容

子育て支援室
maネ ん ネmaル ー ム

来館した親子が自由に遊んだり、おしゃべりし

たり、子育てママ友達作りや子育て情報の活用

などを応援。読み聞かせなどのイベントも実施

★0.1.2.3お やこひろば in東中田

★にこにこ児童館まつり

☆みんなでハロウィン

★まんまルームクリスマス会

☆まんまの子育てひろば

にこちゃんルーム 1～ 2歳児親子
第1または第 2

水曜日

10:30～ 11:30

孤立しがちな親子をなくし、不安感や負担感を

軽減し、楽しい子育ての援助、交流を図る。
子育ての情報交換の場を提供する。
★はじまりの会    ☆おそとあそび
★ねんどあそび    ★七夕かざり
★にこちゃん運動会  ★お話の会
☆つくつてあそぼう  ☆さよならの会

幼児クラブ
おおむね 3歳児

親子

第 3または第4

水曜日

10:30‐ 1́1:30

幼児期の親子のふれあいと楽しい集団遊びを通
し、友達の輪を広げ、子育て中の親子の相互交

流を図る。
★はじまりの会     ☆しゃばん玉あそび
☆こむぎねんど     ☆仙台七タ
★がんばれ運動会    ★保健師さんのお話
☆おにはそとふくはうち ★さよならの会

プレママ～

乳幼児親子
月～土曜 日



東四郎丸児童館

健全育成事業について (1/2)

く小中学生期>
●かにつこルーム…・月～土曜日 小学校 4年～6年生・中高生活動の場の提供

年長児童等来館促進を図る。

●東四かにっこ放課後子ども数室との連携1 月・水・土曜日

☆5月 、6月 、7月 、8月 、11月 、1月 、2月 、3月  ドッヂビー

☆6月  まち探検 ドッデビー

☆7月  にこにこの家感謝祭
―
ドッヂビー

☆8月  ドッヂビー

☆9月 東四 PTAふれあいバザー

☆10月 ハロウィン創作・ハロウィン～仮装して学校訪問 '

☆11月  ドッデビー・ひがしなかだかにつこまつり

☆12月 活動報告会リハーサル・活動報告会&ク リスマス会

☆1月・2月・3月  ドッヂビー

●学びのコミュニティ 「東中回復興プロジエクト かにつこ和六鼓隊」

～震災の記録を和太鼓で紡ぐ～

2011年東日本大震災で、学校と児童館、地域が協力して震災を乗り越えたことから、翌 2012年袋原中

学校区の東四郎丸小学校、四郎丸小学校、袋原小学校、袋原中学校と連携して、かにっこ和太鼓隊を結成

した。「かにっこ和太鼓隊」は地域のかに伝説から名前を付けた。「かにつこ和太鼓隊」は、東中田地区か

ら仙台を元気づける「復奥太鼓」を目指すこと、和太鼓を通して地域の教育力を高めること、そして地域

コミュニティ作りに貢献するという r願い」と「思い」を掲げ、学校や地域の協力と応援をいただきなが

ら、PTA行事等や地域のお祭り、全国 PTA研究大会 in仙台などで演奏を行つてきた。近年では 2021年全

国児童館みやぎ大会オープニング、m22年仙台市児童・青少年健全育成大会開会行事でも和太鼓演奏を行

った。地域の復興のために、自分たちが住む地域を明るく笑顔にし、震災の教訓を後世につなぐとともに

児童生徒の健全育成を目指している。

児童館が事務局となり、学びのコミュニティ東中田復興プロジェクトとして活動している。

団員は小中学生、児童生徒の保護者、地域の方々、学校の先生方などで構成している。

活動は毎月第 3土曜日。

☆ 6月

☆ 7月

☆ 9月

☆10月

☆11月

☆ 1月

☆ 3月

練習

練習

練習 (東四 PTAふれあいバザーで演奏)

練習 (東 中田市民センターまつりで油奏)

練習 (円Aフ ェスティパルで演奏)

練習
3.11笑顔 2024(児童館の震災復興イベントで演奏)



東四郎丸児童館

子育て家庭支援について

1 子育て家庭支援に関する理念及び基本方針

子どもの問題は子どもの育ちに関連して生じるが、子どもの育ちには母親の育児機能とそれを支える家

族の機能が重要であり、子どもにとつて「安全で快適な環境」の空間確保は大切である。また、子どもの

問題はほとんどが家庭の問題であることが多く、子どもは親の環境に左右され、子育ちの環境は十分に実
施されていないことが多いことから、子どもの権利を保障する環境作り、子育て家庭支援を目指す。

*家庭福祉を踏まえた子育て家庭支援
*命を宿ったときからの子育て支援
*生活習慣の啓発を促すこと取り組み

*育てにくい子どもや青ちにくい子どもたちの家庭と共に歩む取り組み

*母親のメンタルヘルスとその育児支援

*子どもと親双方への予防的育児支援

*子育て情報とサポー ト

*楽 しい子育て・ラクラク子育てのすすめ

*社会的孤立やひきこもり防止

*児童健全育成相談支援

2 地域特性を考慮したサービス提供の考え方及び内容

育ちにくい子どもや育てにくい子どもたちが多い地域であることを鰭まえた子育てま庭支援が必須で

ある。ひとり親世帯や心身を患つている親世帯、障がい児を持つ世帯、核憲族などが多く、社会的格差及

び貧困から来る家庭機能の低下と子どもの心身の不健康と発達の遅れを引き起こしている地域であるこ

とを踏まえ、様々な団体との遠携を回り子育て支援に取り組む。

【誕生から小中学生までの切れ日のない支援】
袋原たんぽぽホーム、みやぎ発達障害サポー トネット、仙台市南部発達相談支援センター、太自区

保健福祉センター (育児相談)等 と連携し、子育ての不安の軽減、子どもへの虐待の予防・対応等を
回る。

*袋原たんぼぽホーム…■ここちゃんルームの活動日に子どもたちの様子を見ていただき、支援の必要

な親子を共有し、双方で関わり合つて、親子支援を行つている。
*仙台市南部発達相談支援センター…保護者会での講話・子育て相談等。
*みやぎ発達障害サポー トネット…講演会・子育て相談等。
ネ太自区保健福祉センター…乳幼児の育児相談や子育て支援室事業への参加等。
ホ登録制のにこちゃんルーム・幼児クラブ…母親の主体性を啓発する取り組み。
*かにっことうちゃんS'…父親の子育て参加を促す取り組み。
*子育て支援室「mい んホmaルーム」の充実化

太自区家庭健康課との共催事業やまんまの子育てひろばを実施し、育児不安などを解消する取り
組みを行い、家庭教育応援を図る。

・大型絵本の読み聞かせやハロウィン、クリスマス会を開催し、つながりある子育てを応援する。
・子育て情報コーナーの充実化 :子育ておしゃベリノー ト・子育てなんでも相談 ・授乳室完備

健やかな子育ちのためのオモチャの設置等
ネ発達障害児親子と共に…「めろんの会」 月 1回 ミーティング

地域の居場所として、児童館で応援。情報交換など。

中ミニかにつこセミナー (元宮城教育大学附属特別支援学校教諭と共に)

障がいを持つ親たちや地域の主任児童委員さんや地域の人たちが集まり、年

3～4回勉強会や意見交換会を開き、地域の中でだれもが自分らしく生きてい

ける地域にしていくことを児童館も共に目指す。

【0・ 1・ 2・ 3おやこひろは in東中国】【ひがしなかたかにつこまつり】

東中田子育てネットワークを結成。東中田地区の 3つの児童館と太自区保健福祉センター家庭健康課、

東中田保健センター、袋原たんぱぽホームなどの子育て支援団体と連携じイベントを実施する。



東四良|`丸 児童館

地域交流推進について

1 地域交流推進にあたっての理念及び基本方針

子どもは地域の中で育ち、生きづらさを感じている子どもたちや育てにくさを感じている大人たちも

みんな地域の中に生きている。望ましい子どものもの育ちと環境は、心を濶す地域交流や世代間交流から

生まれ、ま族でない地域の人とのつながりは地域への愛着心を生み、子どもたちや子育て家庭の未来への

アーチとなる。夢を描くことができる地域、安全安心なまち、子育て・子育ちが育まれるまちへとつなが

っていくと考える。子どもたちが大人になっても、地域にある児童館につながる人たちを思い出して、生

きるヒントにしてはしいと願つている。地域の中で、家庭教育、学校教育、社会教育との調和を目指す。

2 地域特性を考慮した地域連携事業の具体的な提案

“地域のみんなで子育て"を念頭に様々な形で地域に呼びかけ、共に取り組む。今後も地域に向けニーズ
にあわせた情報発信をし、地域とのつながりを密にし、協力体制を強化する。
【にこにこ児童館応援隊】2005年～

仙台市内の教育機関、福祉施設、専門機関、地域住民との連携による児童館の運営サポート機関。
【ほつとネットin東中田(東中国地区福祉ネットワーク)】 2003年～ (代表・事務局)

地域の福祉施設や遠合町内会、市民センターなど20団体と地域防災減災冊子発行等の連携事業を実施。
【東中田子育てネットワーク】2013年～ (代表・事務局)

東中日の二つの児童館や障がい児親子支援事業所、保健センターや子育て支援団体と連携し、「0・ 1・ 2
3親子ひろば」「東中田かにっこまつり」を実施し、「老人クラブ運動会」に参加する。

【学びのコミュニティ事業】2012年～ (事務局長・事務局)

袋原中学校と
=小

学校、市民センターと連携し、「かにっこ和太鼓隊で地域に笑顔を」活動などを実施。
【東四かにっこ放課後子ども数室とコラボ事業】2012年～
児童館と東四郎丸小の放課後子ども教室の一体化を図る事業を月 1回実施し、異学年間交流を図る。
【子どもボランテイア・チームかにっこ】2017年～
2007年からの東中田つ子の活動に代わり、高学年の受け入れに伴い、児童クラブの 3～5年生による子
どもボランテイアの結成。子どもたちの自己肯定感の向上を図る。

【かにっことうちゃん s'】 2∞9年～                                |
地域のおとうさんスタッフが企画・運営。「イクメンパパクラブ」「かにつこ村であそぼう」のイベント |

を実施。父子で参加し、父親の子育て参加を促す異世代問地域交流事業。              |

望ましい子どもの心の育ちの取り組みとして実施。ケアハウス大宮さん、グループホームおちあいさん
|

との交流。「七夕飾り」「運動会」「敬老の日」のボランティア活動。                 |
【にこにこタイム】2(X)5年～                                |
地域のみなさんとの交流を楽しむイベントを実施。「にこにこ児童館まつり」「星空コンサー ト」「3.111

実顔 2024」 など。                                      |
地域の子どもたちとまち探検、手芸、チョコ作りなどいろいろなことにチヤレンジする。
【企業さんとの心の輸事業】2012年～
西宮阪急百貨店との「絵本を宮城県の児童館へ」、「由本さんとゆかいな仲間たち」関西や東京の企業さ
んが年 2回関西たこ焼きカフェやフットサル教室開催など

【保育所・幼稚国との連携】
児童クラブ入会時親子面談をし、児童への適切な対応をするために保育所・幼稚園と情報共有会議開催。
【小・中・高校や大学等との連携】
社の伝言板ゆるる「夏のボランティア体験学習」・仙台市社会福祉協議会夏ボラ、東北大学・東北工業大
学・東北福祉大学・東北学院大学との連携、袋原中学校の職場体験や大学生のボランティア参加・高専や
大学生のインターンシップ受け入れ、仙台東高校マジック部、中田中科学部がイベント参加等。

【町内会との連携】町内会回覧や、総合肪災訓練での協力、にこにこ児童館応援隊。
*東四郎丸小・四郎丸小・袋原中コミュニティスクール委員・東四かにっこ放課後子ども教室運営
*太自区社会福祉社協議会、仙台市社会福祉協議会委員 *東中田地区社会福祉協議会 ,東中田児童連
絡協議会理事 *中田青少年健全育成連絡協議会・地域包括ケア会議委員・東四郎丸コミュニティセン
ター運営委員会・東四郎丸公園愛護協会委員・仙台ワークキャンパス評議員・ほつとネットin東中田
代表など



放課後児童健全育成事業について

1 放課後児童健全育成事業に対する考え方及び内容

共働き家庭やひとり 、横家族などの増加に伴う少子高齢社会において必要と思われる「―個人の

尊重」と r―個人の責任」の大切さを培う事業や小学校6年までの児童が利用する「児童クラブ」で異学

年交流を目れる事業を実施し、次世代を担う人材の育成を試みる。また、地域と学校、児童館との連携を

強めるために、r地域を知る・地域で守る・地域の中へ・地域と共に」の取り組みを実施する。子どもた

ちの問題の多くは、家庭環境にあることから「家庭福祉」を踏まえた取り組みを行う。
「子どもたちの未来を応授」～地域のみんなで子どもたちに r力」を～

① 自らを認め自らを信じる「力」
② 自ら学び自ら考える「力」

③ チャレンジする行動「力」

④ 主体的に社会にかかわり、ともに生きる「力」

⑤ 基礎学「力」

【健康管理】
◎年間を通じ、来館時に「検温、手洗い (消毒)、 うがい」を実施し、新型コロナウイルス、インフルエン

ザ等の感染予防に努める。
o腹痛、頭痛等を訴える児童への健康管理。
◎けがをしている児童、咳き込んでいる児童等に配慮し、他児童への感染予防に努める。
◎熱などで体調を崩した児童は別室で対応する。
【安全確保】

◎毎月参加表てお迎えか一人帰りかを把握する。
◎お迎え時家族以外の方の場合は保護者の確認を取ると共に、身分証明書の提示をお願いする。
◎一人帰り児童の時間帯、鍵の所持場所の確認などの把握を行う。
◎館内、館外の遊び道具や環境チェック、清掃などを行う。
◎学校との連絡を密にし、児童の安全を図る。
◎活動時の児童の動向の見守りを各部屋にて行う。
【健全育成】

◎地域で共に育つ環境づくりを充実させ、発違・自立支援、生活支援を図る。
0「あいさつ」のできる子どもの育成や生活習慣を身につけることができるよう、日常の中で指導を行う。
◎ スポーツ、遊び、読書等を通して、協調性と違帯感を養い、思いやりのある子どもの育成を目指し、
「チャレンジひろば」「スポーツひろば」「スタディひろば」を設け、楽しい児童館活動を推進する。

活動名 曜 日 ねらい及び活動内容

チヤレンジひろば
水・ 金・ 土曜

日

簡単工作、手作り創作、遊び等いろいろなこと
にチャレンジする意欲の向上を図る。

スポーツひろば 月曜日
いろいろな運動遊びやスポーツを通して健康増
進を図る(ド ッジボール、おおなわ、外遊び等)

スタディひろば 月～土曜日
宿題や興味のある勉強、読書・読み聞かせ等を通

して向上心を図る。

かにつこルーム 月～土曜日 小学校 4年～6年生・中高生活動の場の提供、

年長児童等来館促進を図る。

チームかにっこ 土曜日など
【子どもボランテイア】
にこにこの家感謝祭、にこにこ児童館まつり、
かにっことうちゃん sのかにっこ村であそば

う、クリスマス会などでポランティア活動を行

う子どもたち。
☆エコクラブ…児童クラブの子どもたちとエコロジーに取り組む。(花植え、草取り、牛乳パック創作等)

☆にこにこひろば…世代間交流 (地域の高齢者や障がいのある方たちとの交流の場)

☆音楽隊…みんなで 1つのものを作りだし、やりとげることを目標とする。保護者会で発表。
☆ユニバーサル…車いす、点字プロック、バリアフリー体験等を行う。
☆子ども110番の家…地域探検隊、にこにこ探検マップ作り。過去 2年損保協会マップづくりで佳作受賞。

☆がんばるんば…スポーツに積極的取り組む「やる気」を促す「やる木」を掲示し、自己啓発につなげる。

____________主 些理!墜Lム」重主



☆防災・減災学習プログラム・¨災害時に「命を守る」ことを伝えるワークを実施する。

入会時にリュックをプレゼントし、防災リュックを家庭で準備し、防災リ
ュックを背負つて防災訓線を実施する。

☆クリスマス活動報告会・¨学校の先生や地域の方たちを招待し、1年間の自分たちの児童クラブの活動を
パワーポイントを使つて発表する。

☆福祉施設訪問・¨七夕やハロウィン、クリスマスの時に、施設を訪問し、自分たちの作つたプレゼントや

お礼状を持参し、交流を図る。

2 保護者.学校.留守家庭児童会等との連携の考え方及び内容

く保護者への対応>  年 3回の保護者会
3月  児童クラブ及び児童館についての説明、及び協力の依頼 (連絡帳、参加表の記入について)

6月  夏休みの児童クラブと児童の生活について、プール当番きめなど
12月 冬休みの過ごし方・子どもたちによる音楽隊発表・スライドによる児童の活動状況報告

●保護者との連携のため…子どもの生活日誌 (安全対策として帰館時間のチェック、よりよい生活
の場となるよう、子ども一人ひとりの一日の様子や健康状態を把握し、保護者との連絡を密に

するため)を作成→「連絡帳」に子ども一人ひとりの生活状況や「気づき」を記入する→保護者

とのコミュニケーションを図り、随時相談を行う。
●毎月の参加表により、児童の帰宅時間、一人帰りかお迎えか等を把握し、安全を図る。

く東四郎丸小学校との連携>
●学校の連絡や張り紙を児童館窓口に掲示・手渡しなどをして、児童クラブ保護者及び自由来館

者 (地域)への情報提供 (不審者情報等)と 情報伝達の迅速化を図つている。
●学校長や教頭、各学年の担任等と児童について情報交換を行つている。
●館長が学校のケア会議に出席する等、相互の情報交換をし、児童や保護者への共通対応を行う。
●要支援の児童や困つている子について共通理解と支援を行う。

3 障害児等支援を要する児童の利用に対する考え方

r子 どもは社会の子ども」という観点から障害のあるなしに関わらず、児童の受入れを行う。
障害者支援法に基づき、重度障害児童に対する放課後ケア等は増加しているが、軽度発達障害をもつ

児童への支援箇所は少ない現状において、障害児等支援は児童館も担うべきと考える。

◎児童厚生員、放課後支援員が専門的知識の必要性を研修等で身につけ、個性を理解し、個別対応を徹底
する取り組みを行う。

◎保護者と共に連絡帳等で家庭での様子、児童館での様子を交換ノー ト式に記入し、「困つている子」の気
持ちを理解する試みを行う。

◎地域に住んでいる障害のある児童をもつ親たちの会「めろんの会」を支援。月 1回集まつたり、一緒に
施設見学に行つたり、児童館と共に誰もが自分らしく暮らせるまちを目指している。

◎児童館で
'ミ

ニかにっこセミナー」を開催し、発達障害の理解と住みやすい地域の実現を目指して地域
の人たちと勉強会も行つている。

◎仙合市南部発達相談支援センターや太白区保健福祉センター家庭健康課、障害高齢課と連携し、保護者
や利用者に向けて講座や相談事業を開催して協力をしていただいている。

◎にこにこ児童館応援隊の一員として児童館運営に協力していただいている。

◎仙台市内のすべての児童の放課後支援を目指す「子どもの放課後支援をすすめる会」の放課後ケア事業
所・児童館・健全育成事業所と連携を図り、共に障害児やその親の心に添える事業を展開する。

◎障害児の自由来館児童の受け入れも、学校や専門機関と相談し、実施している。

◎東中田子育てネットワークにおいて、10団体と「東中田かにっこまつり」を開催し、障害を持ってい
てもいなくてもみんな一緒に遊ぼうと当児童館でイベントを開催している。

_________型 卿堕 懸塾



五四堡墜堕塁笙

事故防止,防犯・防災対策等について(1/2)

地域の学校や東中田社会福祉協議会、東中田地区連合会、東四郎丸コミュニティセンター、東中口駐在所

太自区消肪署、施設や商店街などの協力を得て、事故防止、防犯、防災に努める。また、利用者やスタッフ

の安全確保に努める。危機管理マニュアルや避難確保計画を活用して、安全対策に取り組む。

O地域と取り組む安全対策
1.地域の中の児童館として、東四郎丸小防災訓練、連合町内会防災ヨII練に参加している。
2.子ども 110番の家― 子どもたちと共に、地域の「子ども 110番の家」を実際に歩いて探検し、マップ作

りをして、館内に掲示する。
3.東四郎丸小学校との連携―――帰りの遅くなる児童や生活面に変化のある児童などについては、担任の発生

より連絡をいただくなどをして連携をとつている。
4_地域の安全―― 地域の安全マップ(小学校作成)や不審者情報を掲示し、また受付カウンターに「子どもた

ちへの量下校時の注意 10項目」をおいて、児童と共に読む等をして、注意を促す。

5.防犯対策として、年に2回不審者対応の訓練を行う。
O児童の事故等の防上

1.館内掲示  館内 4簡所に避難経路図を掲示。

●地震に備えて rグラッときたら」
0顕や身体を守るO机の下にもぐるOあわてて外に飛び出さない0逃げ道を確保する

(ドアや窓を開けて出口を作る)O揺れがおさまつたら児童館のスタッフ、非常放送の指

示に従い避難する
0安全マップーーー子ども 110番の家めぐりとマップ作りをし、掲示。

2.児童と共にレクリエーションのあとに「あじあいこ」「たいいく」を読み上げ、確認をしている。

⑥ いきつをしよう

◎ ぶんのことは自分でしよう

⑥ とかたづけはきちんとしよう

⑥ ろんなことにチャレンジしよう

○ まつたことがあつたら相談しよう

3.交通安全教室を年 1回行う。
4.r日 赤講習会」受講 (2月 )

5.スタッフ研修を徹底し、未然に事故を防ぐよう努める。
6.事故防止のために…活動の始まる前に、遊具の点検等をする。
7_防犯のために…児童館開館中、周囲の見まわりをする。入口を常に施錠する。不審者情報を掲示。

年2回不審者対応訓練を行う。
8.防災のために…児童館全体で防災訓練 (火災、地震、洪水、弾道ミサイル)を年 4回行う。総合防災訓練

を地域と共に実施する。
9.交通安全のために…交通安全教室や交通安全ゲームで注意を促す。
10.事故内容を記録し、ヒヤリ・ハット集を活用する。
11.東日本大農災から12年が経過し、震災後に生まれている子、記憶のない子がほとんどなので、これから

も東日本大震災のことを伝えていく活動を経続し、将来様々な災害を経験した時に、災害に負けない子を

育てていくようにする。

友達をたたかない

友達にいじわるをしない

友達のいやがることを言わない

友達にくっつかないべたべたしない

1 事故防止.防犯.防災に対する考え方及び内容

2 事故.災害.緊急時への対応体制等

地域の警察、消防署、町内会、病院、学校、併設のコミュニティセンターなどと連携、相互援助の体制

をとる。利用者やスタッフの安全確保に努める。

・児童クラプの緊急連絡網を作成し、速やかな対応を行う。

・館内に連絡体制を掲示。

・児童クラブ事業推進室へ遠やかに連絡し、対応にあたる。

・学校や地域と連携体制を図る。



事故防止,防犯・防災対策等について (2/2)

0 利用者の衛生管理についての考え方及び内容

・来館時に「うがい、手洗い」を実施
・児童館入リロ、 トイレ、手洗い場に消毒ポンプを設置
・各自手ふき、汗拭き用タオル持参を促す
。救急箱の常備
・エコクラブレクでは水でぬらした新聞紙を使つて床、廊下、遊戯室清掃
・毎日朝と帰りの児童館内清掃
・インフルエンザや新型コロナウイルス等の感染予防に努める。
・夏季の熱中症対策を徹底する。
・腹痛、頭痛等を訴える児童への健康管理
・ケガをしている児童、咳き込んでいる児童等に目を向け、他児童への感染予防に努める。
・児童クラブ事業推進室と通達による点検と保護者への周知に努める。

児童館を運営するにあたり、も類に引き下げられた後も、新型コロナウイルスの感染予防に取り組んで
いく。マスクの着用については、個人の判断を原則とし、4月 以降については仙台市の指針及び学校の対
応に合わせ、検討していく。
[通常]

① 入館時は検温、手洗い消毒を行う。
・スタッフは出勤時と午後の2回検温し、1回目を記録する。
・子どもたちが入館の際検温し、記録する。その後手洗い、手指の消毒をしてから部屋に入る。

② 3密 (密閉・密集・密接)を避け、室内の換気、使用したおもちゃの消毒等の感染予防を行う。
・できるだけ対面を避けて座る。

・ 1時間に5～ 10分程度の換気をする。

・使用したおもちゃは随時消毒する。

③ 保護者と情報を共有する。学校や地域と情報を共有する。
・児童や家族の体調の不安や感染については、これまで通り情報を共有する。

・近距離の対面での活動や高齢者施設の訪問等、マスクの着用が適切であると判断した場合は、マス

クを着用する。

[イ ベント開催時]

ガイドラインに従い、イベント開催時に留意すべき点をスタッフ全員で把握し、実施する。

④ 会場及び待合場所等における3つの密 (密閉・密集・密接)を回避する。

⑤ 人と人との間隔をできるだけ確保する。

⑥ 入場時に検温を行い、会場の入リロや手洗い場にアルコール消毒液を設置する。

⑦ 密集した状態での大声での発声、歌唱や声援、又は接近した距離での会話等に留意し、こうした活動

を優先する場合はマスクを着用する。

③ 今後児童同士や保護者間の交流活動ができるように実施時期や内容を工夫する。

⑨ 風邪の症状、発熱等がある場合は参加しないように、協力を求める。

⑩ 高齢者や基礎疾患がある人には、マスクの着用で参加してもらうことを勧める。

① 入館時は検温、手洗い消毒を行う。

⑫ こまめに喚起を行う。(1時間に 5～ 10分 )

⑬ 密集にならないように、必要と判断した場合は入場者を制限したり、時間差をつけて誘導したりする。

[その他]

・手指の消毒や密の回選、また、面接の際のアクリル板設置など、これまで行つてきた対策を継続して行

い、児童や保護者及び職員の健康安全に努めていく。

________」 型工」墜戯

4 新型コロナウイルス感染症対策についての考え方及び内容



東四郎丸児童館

施設の維持管理等について

1 施設の管理全般に対する考え方及び内容

就業規則、文書規定、経理規定、個人情報保護規定等の各規定に基づき運営を行う。

また仙台市児童クラブ事業運営要綱や指定管理者の管理個人情報の開示などに関する要綱に基づき運

営を行う。

【地域と共に】

・地域の方々の要望と、住民の参加のもとに、コミュニティセンターと児童館が併設されたことを踏まえ、

地域で活躍している各団体の代表者で構成する東四郎丸コミュニティ運営委員会と共に施設管理に共

同で取り組む。 また、コミュニティセンターと併設の特色を活かし、児童館運営に反映する。

・毎月地域の方たちと公園の清掃 ・公園愛護協会の方たちと建物周辺の整備

【児童館運営】

・児童館の運営について情報開示と個人情報の連守を図る。  ・同和警備による24時間監視
・児童館内クリーニング(年 4回 )・ 隣接公園を含めた児童館敷地内の管理 1毎日2回清掃を実施
・備品台帳の整理と管理

【児童クラブ運営】

・児童クラブ室前に保護者掲示板を設け、児童クラブの開設時間、利用に伴う1減免、納入方法・期限などの

周知を図る。

・登録の受付、決定、優先順位、登録終了、登録取消の要綱に基づき行う。

・児童台帳、児童クラブ日誌、児童名簿、児童出席簿などの帳簿を備え、整理する。
・放課後児童クラブ等への来所・帰宅時における安全点検リス トやいじめ防止対策基本方針に従つて運営

を行う。

2 施設の維持管理に係る個別業務の考え方及び内容

公の施設であることを念頭に、公平な運営と責任ある業務を行う。

◎施設の維持管理については、各スタッフで担当を細分化し、責任を持つて業務を行う。

・毎月の業務   ,肖 火器点検/遊具点検

・毎日の業務   毎朝の室内、室外点検/朝 、帰り清掃 (ス タッフと清掃スタッフ交替)

・担当スタッフー覧 (添付)

◎経理…経理規定に基づき、小日会計、帳簿確認担当等に分け、正確な業務を複数で行う。

通帳と印鑑は別途館長が保管する。

◎児童クラブ台帳等の管理…館長が責任を持つて鍵のある書庫で管理し、常勤の児童クラブ担当のみが

取り扱うことができる。

◎情報セキュリティ対策

・パソコン等を使用する際.協定書及び仕様書の規定を連守し、パソコン等機器及び記録媒体につい

て,盗難.紛失.滅失.改ざん.故障等が生じないよう対策を行つている。
・事務室は.利用客または部外者が容易に立ち入ることができないようにしている。
・パソコン等の適正な使用.情報の無断持ち出しの禁止などスタッフ教育を行つている。

3 ごみ減量やエネルギー削減等環境に対する配慮

◎SDGSへ の取り組み

ごみ減量対策 …・雑紙、裏紙の活用    ・各自ゴミの持ち帰りを実施

・ごみ箱 :リ サイクル用と燃えるゴミ用に分別  ・再利用、再使用

・ダンポールや牛乳パック、新聞紙を創作に活用 (エ コクラブ)

エネルギー削減…・室内温度の調整       ・電気使用の削減

・エアコンや扇風機の使用削減  ・グリーン購入



令和5年度 年間行事一覧 (予定) ×令和5年 2月 現在

月 日 雇 曰 行事予定

月 児童クラブ おもちゃ説明
12 水 児童クラブ ようこそ児童クラブヘ

15 土 法人子育て支援 ハリーレストラン

19 水 にこちゃん,レーム はじまりの会

19 水 児童クラブ 親の日カードづくり
24 月 :t壼,,,,人 子■て,筆 (振休 日)工●クラブ～土づく,～ .子a講 書の 日シ リヽーレストラン

26 水 幼児クラブ はじまりの会

26 水 児童クラブ ヵレングー作り①
10 水 にこちゃんルームおそとあそび

10 水 児童クラブ カレンダー作り②
17 水 児童クラブ カレングー作り③
20 上 法人子市て支援 ノヽリーレストラン

24 水 幼児クラブ しゃばん工あそび

24 水 コラボ ドッデビー

29 月 !`■,ラブ ,,人子育てヽ 燿 (振休 日)エコクラブツ リヽーレストラン

31 水 児童クラノ 自画像①

水 児童クラフ 自画像②
10 ■ まち探検ツ リヽーレストラン

14 水 にこちゃんルーム ねんどあそび

14 水 にこにこひ・ろ|ま 七夕飾り

21 水 児童クラブ エコクラブ

26 月 児■,ラフエ ,■て,薇 (振休 日)ボッチャ″ リヽーレストラン

28 水 幼児クラブ こむぎこねんど
28 水 コラボ ドッデビー

30 金 児童クラブ 第2回保護者会
moネん,mルーム 0・ 1・ 2・ 3おやこひろばh東中国(予定)

上 にこにこタイム 手 芸

水 たなばたかざり

水 児童クラブ 音楽隊

土 にこにこ感談 ツ リヽーレストラン

12 水 幼児クラブ 仙台たなばた

12 水 児童クラブ エコクラブ

14 全 かにoことうちゃんな とうちゃんs'会議
19 水 コラボ ドッデビー

26 水 え菫ケ,ブ 滋け 観ヽ 地震訓縛 防災リェックツ リヽーレストラン

火 児童クラブ 短冊に願いごとを書こう

水 児意クラブ

'“

域の話
木 児童クラブ :=/\-tlrf66[
水 児童クラブ 体を動かそう

16 水 児童クラブ まちがい探し大会
17 木 児童クラブ )<i/v)<*
18 金 児童クラブ 魚つり大会

19 土 にこにこ児童館まつリツ リヽーレストラン

23 水 児童クラブ エコクラブ

24 木 ![=|',ブ
=人

テ■,■1■ 夏休み宿題確認ツ リヽーレストラン
28 月 コラボ ドッデビー

30 水 児童クラブ 夏休み勉強&大会表彰

9

土 星空コンサート・ハリーレストラン

水 にこにこひろば 敬者の日ブレゼント作り
13 水 にこちゃんルーム 運動会準備

13 水 コラボ ドッデビー

16 土 コラボ PTA東 四バザー(東四小にて)

20 水 児童クラブ エコクラブ

27 水 幼児クラブ 運動会準備

27 水 児童クラブ 音楽隊
30 土 かにつこ村であそヤぎうウ リヽーレストラン

チャレンジ

ひろば

簡単創作、遊び等いろいろ0ことにチャレン′

(音楽隊、エコクラブシアタータイム、読書タイムなど)

スポーツ
ひろば

色々な運動遊びやスポーツを通して健康増進を回る

(がんばるんは、ドッ′ホ■ル、外遊び、ド,デヒ■)

スタディ

ひろば

宿題や興味のある勉強、児童館の国トレや読書

読み開かせ等を通して向上心を図る。

月 日 曜 日 行事予定

水 にこちゃんルーム にこちやん運動会

^Erlra
10 火

… …
Ⅲ 運動会ツ リヽーレストラン

11 水 ″
… “

ピカツの日″ リヽーレストラン

18 水 コラボ ソヽロウィン②
25 水 幼児クラブ がんばれ !運動会

25 水 児童クラブ =コ クラブ

28 上 みんなでノヽロウィンツ リヽーレストラン

30 月 コラボ 仮装して学校訪間

10

にこにこひろば 老人クラブ運動会 (予定)

水 コラボ ドッデビー

水 にこちゃんルームおはなしの会

水 児童クラブ 体を動かそう

15 水 児■,ブ t人 '●て支

“

クリスマスカード作リツ リヽーレストラン

18 土 ひがしなかだかにつこまつリウ リヽーレストラン

22 水 幼児クラブ 保健師さんのおはなし

22 水 児童クラブ 保護者会用カード作り

11

29 水 児童クラブ 音楽隊

児童クラブ 第3回保護者会&親子交流会
Ⅲ●*ん *Ⅲ″

'ヽ

―ム 合同クリスマス会

児童クラブ 体を動かそう

児童クラブ クリスマス創作
20 水 コラボ 活動報告会り′ヽ―サル

22 金 活動報告会&クリスマス会ツ リヽーレストラン

児童クラブ 体を動かそう
27 児童クラフ エコクラブ

金 児童クラブ ジャンボカルタ大会

火
… …

′ヽリーレストラン

10 水 児童クラブ 創作

17 水 にこちゃんルーム つくってあそぼう

17 水 児童クラブ エコクラブ

24 水 児童クラブ お面づくり

27 土 法人子育て支援 ノヽリーレストラン

29 月 コラボ ドッチピー

31 水 幼児クラブ おにはそとふくはうち

31 水 児童クラブ 豆まき

水 児童クラブ 健康教室

10 チョコ́ く`リツ リヽーレストラン

14 水 児童クラブ

21 水 まんまの子育てひろば″ リヽーレストラン

21 水 児童クラブ エコクラブ

26 月 児童クラブ

28 コラボ ドッデビー

月 児童クラブ やる木 | 3～ 5年

水 にこちゃんルーム さよならの会

水 児童クラブ やる木 (1・ 2年 )

13 水 幼児クラブ さよならの会
13 水 児童クラブ 進級お祝い会準備

16 土 3・ 11笑顔202■ ハリーレストラン

22 全 児童クラブ 進級お祝いの会

26 火 えt● ■ブ法人子査て支薇 ′ヽリーレストラン

児童クラブ レクリエーション:毎週月、水、金曜日

児童クラブ 続災訓線 :年 0回 /児童館 消火・ヽ 腱副練 :月 1回 全 12回
matん *maルーム:6回 /にこちゃんルーム:全 12回 /幼児クラブ:全 12回
大学生インターンシップ・高校生ボランティア・中学生職場体験 :全 12回

|

7

水・金

月・水

月～■

L笙2型L________

[至笙::塑11`=12________________
水

土」量‐・M'市鐵

Lヱニ■人手育て大級

水

22上塑

L上左

水_Lコラ主_

|

“'`=‐・眸
=」

土

水

水

≪小学生対象の活♪



″
手をつなぐ児童館 子どもの未来を応援する児童館"

令和5年度第一児童館事業計画

事 業 名 月 日 〈曜) 事業内容 協力・1轟贅 安全対策

放課後児童
健全育成

事業

4月 3日 (月 ) 1年生を迎える会(1年・6年交流) 新1年生への適切な対応

5月 22曰 (月 ) ドッデビー大会 ジユニアリーダー
配慮を要する子の見守り
ルールと約束の徹底

7月 27日 (木 ) 夏の縁日会 親の会
配慮を要する子の見守り
ルールと約束の徹底

7月 27日 (沐 ) かき水の会
現の会
にこにこの家

衛生面の適切な対応

3月 2日 手件り教室 親の会 用具の配置とスタッフの対応

0月 3日 く木 ) かき水の会 親の会
にこにこの家

衛生面の適切な対応

8月 未定 リサイクルエ作 生活環境課
安全な経路の選択
人数に応じたスタッフの配置

9月 2日 (■ ) 親子クッキング(中央公民館) 親の会
会場の確認
調理室使用上の注意徹底

10月 11日 (水 ) 遠足(2年 、5年交流) 親の会
人数に応したスタッフの配置
配慮を要する子0見守り

〔0月 23日 (月 ) まち探検(3年 、4年 交流) 親の会
安全な経路の選択
人数に応したスタッフの配置

10月 26日 (木 ) )\Er4> 親の会 用具の配置とスタッフの対応

12月 25日 クリスマス会 規の会
配慮を要する子の見守り
強化

1月 中
(水 )

(ラヽ)
紙相撲大会 親の会 人数に応したスタツフの配置

3月 27日 (水 ) 進級お祝いの会 親の会 長年齢交流に対する配慮

一年間 (水 ) 4時レク〈みんなで一緒に交流) にこにこの家
異年齢交流に対する配慮
環境の安全確認

地域交流
推進事業

5月 14日 (曰 )

こともまつり
(市内小学校児童)

実行委員会
現の会・母ク
にこにこの家

実行委員会で検討
スタッフ全員参加

フ月未定 老人施設にt夕飾りをプレゼント
介護老人保険施
設清風

施設訪問曰時の事前確認

8月 4日 (金 ) 武家屋敷t夕飾り
白石市文化体育
振興財団

安全な経路の選択
人数に応したスタッフの配置

10月 14日 (土 ) tヽっかんまつり 親の会・母ク・Jヒ
手前協議によるスタッフ間
の共通理解
駐車場等の安全強化

12月 末定
老人施設にク1,スマス飾りをプレ
ゼント

介護老人保険施
設清風

施設訪間日時の事前確認

3月 9日 (■ ) 3 11笑顔 2024 にこにこの家
人数に合った会場準備
参加者の個人情報の守秘

健全育成事
業

6月 10日 (■ )
にこにこタイム
リサイクルエ作

l::l:i@* 人数に応したスタッフの配置
用具の準備と使い方の確認

12月 26日 (=1:)
にこにこタイム
クリスマス飾りづくり

|ここにこの家
人数に応したスタツフの配置
用具の準備と使い方の確認

2月 10日 〈
=11)

にこにこタイム
′`レンタインチョコづく・,

にこにこの家
安全な環境整備
衛生的な環境整備

子育て家庭
支援事業

第3火曜日
年10回

乳幼児親子ひらば
にこちゃんルーム

10(0～ 11:00
にこにこの家

個人情報の管理
安全な環境整備
僣生的な環境整補

全ての事業に対する安全対策

・コロナウイルス感染防止対策実施

・毎日の安全点検と清掃

・常日頃から児童の見守りと情報の共有

・危険薔所の把握と周知

・破損等に対する早急な対処

・アレルギーの確認と配慮〈保護者の確認と一覧表4成 )

・配慮を要する子の見守りと適切な対応

・個人情報の守秘義務の徹底
・危機管理基本方針の周知徹底

(水 )

(月 )

(火 )
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事 業 名 月 日 (曜 ) 事業内容 安全対策

放課後児童
健全育成
事業 (児童
クラブ)

4月 3日 (月 ) 新入児童を迎える会(児童のみ) 親の会 新1年生への適切な対応

7月 26日 (水 ) 夏の縁日会 親の会
配慮を要する子 の見守り強化
人数に応じたスタッフ配置

8月 上旬 ペットボトルのリサイクルエ作 生活環境課
軍全な経路の選択
人数に応じたスタッフの配置

8月 2日 (水 ) 手作り教室 (プラバン) 親の会 創作の適切な安全管理

7月 28日
8月 23自

(`i:::)

(フ1く )
作つて食べよう「かき水」

親の会
白石城

衛生面の適切な対応
人数に応したスタッフ配置

9月 2日 (■ ) 親子クッキング(中 央公民館)

ヘルスメイト自石・

親の会
会場の確認
調理室使用上の注意徹底

10月 10日 ( 火 ) まち探検 にこにこの家
安全な経路の選択
人数に応じたスタッフの配置

10月 11日 (水 ) 遠足 親の会
安全な経路の選択
人数に応じたスタッフの配置

11月 24日 (金 ) ドッデビー大会・カレーの会 史
=保

護女性会
親の会

調理の適切な衛生・賀全管理
配慮を要する子 の 見守 り強化

12月 25日 (月 ) クリスマス会 親の会
配慮を要する子の見守り強化
人数に応じたスタッフ配置

2月 2日 (金 ) 豆まき会 親の会
配慮を要する子の見守り強化
人数に応したスタッフ配置

3月 27日 (水 ) 進級お祝い会
更生保護女性会
押の会

配慮を要する子の見守り強化
人数に応したスタッフ配置

一年間 (木 ) 4時レク(みんなで一緒に交流)
異年齢交流に対する配慮
環境の安全確認

地域交流
推進事業

5月 14日 (日 )
こどもまつリ
(市内小学機児童 )

実行委員会・親の会・ 母
ク・にこにこの家

実行委員会で検討
スタッフ全員参加

7月
12月

ひたまり交流 (七 夕師 り、クリスマ

ス筋り作り)
にこにこの家 創作の適切な安全管理

8月 武家屋敷七タ
自石市文化体百
振興財団

創作の適切な安全管理

10月 21日 ( 土 ) 児童館まつり 親の会・母ク
手前協議によるスタッフ間の
共誦理解

3月 23日 (土 ) 3.11笑顔 2024 にこにこの家 人数に応じたスタッフの配置

健全育成事
業

6月 10日 (■ ) にこにこタイム(創作) にこにこの家 適切な安全管理

12月 9日 (=li) にこにこタイム (クリスマス飾り) にこにこの家 適切な安全管理

(111) にこにこタイム(バレンタイン) にこにこの家
調理の適切な衛生・安全管理
人数に応じたスタッフの配置

子育て家庭
支援事業

にこちゃんルーム にこにこの家 乳幼児への適切な対応

随時 子育て等の相談・対応 子ども家庭課 個人情報の管理

放課後子ど
も教室連携
事業

6月
8月

12月
1月

(土 )

笹巻きづくり
水生生物観察
じめ縄づくり
団子さし

放課後子ども教室
衛生面の適切な対応
人数に応じたスタッフの配置

特別支援
教育

随時 情報の共有・提供やケース会議等 福祉課相談員 個人情報の管理

随時 学校との連携 個人情報の管理

“手をつなぐ児童館 子どもの未来を応援する児童館 "

令和5年度第二児童館事業計画

全ての事業に対する安全対策

・新型コロナウィルス対策の実施

・毎日の安全点検と清掃

・常日頃から児童の見守りと情報の共有

・危険箇所の把握と周知

・破損等に対する早急な対処

・アレルギーの確認と配慮(保護者の確認と一覧表作成)

・配慮を要する子の見守りと適切な対応

・個人情報の守秘義務の徹底

・危機管理基本方針の周知徹底

協力・協賛

2月 10日

第2火曜日
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NPO法 人

特定非営利活動法人 FOR YOJに こにこの家

誰にも優しいまちに !!
この地域の中でいつまでも

暮らしていたいあなたを応援します !

〒桜31-11011山台市太白区袋原3-16-51
T日ノFAX 241-0858

ほつとネットin東中田事務局

*シエ ア 応 援 事 業 *  *地 域 交 流 事業 *
*防災・ 減 災 事 業 *  *心 の 輔 事 業 *

*児童 館 事 業 *
仙台市東四郎丸児童館

白石市第一児童館
自石市第二児童館
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